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4 
子どもの試行錯誤を

どう保障するか

静｜岡大’間授馬居 政幸

①子どもの試行錯誤の保障には．教師の授業観と子どもを評価する目 （子

ども観）の転換が必要。

②子ども一人ひとりが自分なりに考え，実践し．失敗しながら進むこと．

つまり最短距離よりも回り道にこそ試行錯誤の価値がある。

①子どもをとらえるには，とらえる側（教師）に問題があることを認識す

る。

l 授業観の転換

本年 （1998年） 1月．教育課程審議会 f中
間まとめJにぬ示された 「総合的な学習」に
ついての小 ・小学校の先生jjによる研究会に

参加する機会があった川。 その論議の過程で，

中学校の先生から現行の選択肢修何の拡大と

｜羽速させて次のような疑1111が出された。

「小学校の生活科とは述いますが，中学校

でも 311~次の選択教宇｜のi時Imに ． 特定のテー

マを生徒が選んで，調査や資料収集などを含

めた体験的な学習活動を実践しています。た

しかに通常の教科の時！Illと災ーなり，それなり
に楽しくやっているようですが・…・ただワイ

ワイ活動しているだけで……総合学習もそう

ならないでしょうかJ。
わたしはこの疑問をnuいて， 「ああ，また
かjと思わざるをえなかった。設立当初jから

生活字｜の授業実践にかかわってきて， 小学校

の先生， とくに生活科を~践する経験が少な

い中向学11::11＞心の先生や指導的立場の先生か

ら， 「子どもたちは元気で楽しんで活動して

いますが，それだけでいいのでしょうか」と

いう質問を何度も受けてきたからである。

私見だが， 「総合的な学判」は，生活字I・新
設→新学力lJlによる評価→「生きる力jの育
成→新教育課程という教育（授業）改革の流

れのなかにおいて，今と米＊を生きる子ども

たちが必裂とする学びとlfちの保隙を求めた，
新たな授業実践のあり方を提起したものと評

価している。しかしその実施に当たっては，

生活科がそうであったように，さまざまな困

難な状況にIll会うことになろう。そのJ}J!J1Jは
生活科に始まる改革の流れに従うなら， 「総

合的な学科」もまた（こそ），学潤方法上の

レベルのIll］組には止まらない家路や地減社会

のあり方も合めた教育システム全体にも及ぶ

変化を必要とすると考えるからである。

私はこの変化の特性について，授業尖践の

レベルから，旧来の “救r.iliが教科~·~を教室で

教える”という授業の前提条件が”子どもた

ちが多種多様な活動と体験をお1Jiliしあう場”
に転換（T'HI~築）されると｛創立づけてきた。

当然，この変化は， 中学校の選択！被修中日の拡

大に伴う多織な学習l活動に対・しでもあてはま

る。だが，もしこのような般業似の転換をi:1
党しないままに，新たなJ受宮震災践のもとで前
動する子どもの姿に教師が/JI会えば， その~~
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l沫を理解できず，係l惑せざるを仰ないであろ

う 。 先の巡~I~教科の的動への疑111 1 は ， 新たな
J受＊~践に基づく子どもたちの前動をl日来の

授業鋭によって判断することによって生じる

II月い（不安？）の典型といえよう。

ただし，たとえ符定的な文脈でも， 「それ

会りに楽しく」という言葉－とともにチどもの

前動をとらえていることは重姿である。その

Jl..llrl1は，子どもの学ぴと育ちの過筏は，子ど

もの活動する安に教師が謙虚になったときに

初めて見出せることを．生活科によって育つ

子どもと教師の週刊、ら学んだからである。

J思うに． 「それだけでいいのかJという問
い（不安）の前提には，特定の知識あるいは

I iに見える技能を教えているという実惑がな

ければ，さらにはその教えた結果を確認・評

価できなければ数行ではない，という考えが

ないだろうか。だが改めて考・えてほしい，ど

のような場合にチどもは元気に楽しむかを。

それは主体的，意欲的に取り組んでいる証拠

ではないか。主体的，意欲的な行動には，そ

の子なりの表現や学びがないか。Ill］姐はそれ

らを見出すことができない （見ない．評価し

ない）教師の側にあるのではないか。

したがって，他の教科よりも 「それなりに

裂しくJ，あるいは 「元気に楽しくJ活動し
ていることが認められる以上，あとはその楽

しむ姿のなかに学び育つカを説み取る （評価

する）ことを教師ができるかどうかである。

そして，このような教師の授業飢と子どもを

評自問する日 （子ども観）の転換こそ，本稿の

f.ll!姐である 「チどもの試行鈴訟の似l続Jのポ
イン トであると考える。理由は二つある。

その一つは，生活字｜と選択教利，あるいは

「総合的なとf:'PIJにおいても，教師が 「それ
だけでよいのか」と疑問視した子どもの活動

する後こそ， ”いま，ここで” 1111うべき「試

行釦以Jの過程であること。その二つは，こ
のように位悦づけるなら，子どもたちの活動

をいかに泣かにするかが，試行i：~訴を保障す

る手だてとなること。ではJ:t-体的にどのよう
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な授業のあり方と子どもへのかかわり方が止

かな試行錯誤を保11.'1することになるのか。

2 四つのレベルと条件

私はこれまで上述した新たな授業飢 （学力

観）による授業づくりの過程の笈化を次の①

～①のレベルでとらえてきた川引。 さらに

各レベルの笑践化を閃るための必1.f条件とな

る学習環境の特性 （→）と十分条例二としての

教師の役割 （ゆ） を次のように柊J]¥した H。

①教えるJi1iに子どもの見取りを

→子どもの多機な現れを保附する環境

。ニーズを喚起する機会と~悶気の形成

①教科；！｝＇中心から活動や体 験重視へ

→子ども一人ひとりの学習課題に応えるm境
。多様な学習過程の支媛と結果の評価

①教室からIllて多微な学習の場へ

→佼舎のなか，校舎の外．学校の外へと広げ

る環境

c:>'f:ぴと活動の場の保隊
＠教問iの指導からさまざまな人たちの支援へ

→学校の内と外を結ぶ環境

。子どもの学びを支える人と情報のネットワ

ーク化

まず①は，授業実践の基量生が教える側では

なく学ぶ側のニーズ （学習欲求） に変わり，

j受殺の主役が教師から学習者ーである子どもた

ちに転換したことを怠味する。その＊.'I来．教師

の役割は子どもの学＇Plニーズの把1!ilから始ま
る。 ただしニーズである以上， ~lllil］ではなく

主体性や能動性が前提。子どもの多級な現れ

を保附する 「学習環境」のt恒例が必要条f!I二と

され．子どものニーズを喚起する 「機会Jと
「雰聞気」づくりが十分条件となる担rrrhであ
る。そして，このような学習環境の悦成と教

師によるはたらきかけが試行ilL~｛の保附の悲

椛となることもまた符易にJJll?ff.できょう。
次に①の特性は二つある。一つは，共通内

符を等しく教えること （教科手nよりも，子
ども一人ひとりの学ぶ過程 （ii1i・!ft)Jや体験） を

1111比すること。二つは，そのj~私！で学び取る
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力もまた一人ひとり異なること。したがって，

学習の過程と結果のいずれにおいても，学習

者の多様性が前提である。それは授業の主体

となる子どもたちを．みんな同じとするので

はなく，一人ひとり異なる個性と能力をもっ

た存在とみなすことを意味する。

そして，このような子ども個々の学習課題

に応じた多様な学習過程を積極的に支え，そ

の子にとっての価値を評価する視点から援け

ること。このような教師のあり方が，失敗を

恐れず新たな試みに進んで挑戦する子どもの

意欲と態度を培う条件である。

さらに，①に示すように，体験や活動を重

視する授業はその内容に応じた多様な学習の

「場Jが必要となる。校舎のなか→校舎の外
→学校の外へと広がる価学びと活動の場”は，

子どもが自分の課題を追求する過程を求めて

“試行錯誤する場”の広がりでもある。

また④にあるように，子ども一人ひとりに

適応した学習過程と結果の重視は，学習の場

と同様に多様な教師を必要とする。学校の内

と外を結ぶ学習環境として，子どもの学びを

支える“人と情報のネットワーク化”を提起

した理由である。そして③の「場」と同様に，

多様な「人Jと「情報Jは，一つのゴールに
向かつて一斉に最短距離を競うことよりも，

符余曲折をおそれずさまざまな道を歩む過程

＝活動にこそ．豊かな学ぴの世界があること

を，子どもたちに感得させる「機会Jになる。
ところで，旧来の多くの授業は教師が事前

に準備した指導案に基づき実践され，その指

導案との一致，不一致がすぐれた授業の条件

とされる傾向が強かった。いいかえれば，教

師が事前に想定した（誰かが定めた）教育目

標（子どもの理想像，通常は単数）に，やは

り教師が事前に把握した子どもの現状（学力，

通常はマイナスイメージ，複数）を，どの子

も等しくどれだけ近づけることができたかが

（複数の現状から単数の理想像へ），教師の

力量を計る尺皮である。

この授業観のもとでは，目標と現状のいず

れも教師が想定（把握）することが前提，授

業の主体はあくまで教師である。もし，この

ような授業観のもとで試行錯誤を子どもに奨

励すればどうなるか。事前にゴールが提示さ

れている以上，そこへの最短距離を求めるこ

とが課題になるはず。その結果，試行錯誤と

は名ばかりで，教師が求める解き方を当てる

ための“トライ＆エラー”にならないか。

しかし，一人ひとりが自分なりに考え，実

践し，失敗しながら進むことこそ，いいかえ

れば，展短距離よりも回り道にこそ試行錯誤

の価値があるのではないか。

なぜこんな逆転が生じるのか。

3 問題はと5える側に

私たちはあるがままの現実社会をそのまま

ではとらえることができない。そのためにさ

まざまな社会調査の方法を用いる。しかし，

どれほど精織な科学的方法も把握できるのは

現実の一部であり，調査者の主観を排した認

識もまた不可能である。子どもをとらえる場

合も例外ではない。いかにコンピュータを駆

使した実証調査も，質問内容（インプット）

と調査結果の解釈（アウトプット）に調査者

の主観が入り込む。むしろ調査の成否は科学

的手順よりも調査者の子ども観（フレームワ

ーク）の豊かさによることを強調したい。

まして，実際の教室のなかの授業過程では，

実証科学の手順を媒介にした調査者と被調査

者との関係とは異なり，子どもたちは教師の

期待に応えて行動する傾向が強いはず。した

がって従来の指導案に代表される授業実践の

もとで，子どもたちに自由な試行錯誤を望ん

だとしても，子どもは教師の期待する失敗と

成功の演技をするしかない。

もし本当に個性，主体性，創造性といった

能力の育成を目的とした試行錯誤を重視する

なら，教師の期待と異なる行動こそ評価すべ

きである。少なくとも，教師の期待がその子

にとってもつ価値を問いなおしたうえでの判

断が必要。いかに評価できる行為も，教師の
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期待どおりなら，主体性や能動性を育む契機

となりうるか疑問だからである。さらにより

深刻なのは，低く評価される行為も，実は教

師がある時点で抱いたマイナスイメージに子

どもが応えた結果かもしれないことである。

このような“期待する∞応える”という関

係は，いうまでもなくすべての“人と人の問

（あいだ）”において生じる現象である。す

なわち，人は対面する相手に応じて異なる自

分を表現し，自分が置かれた“場と機会と雰

囲気”（状況）によって異なる行動をとる。

さまざまな子どもの現れは，その現れが生じ

る契機（縁）となった“人”と“場”と“機

会”と“雰囲気”が統合されたものであるこ

とを忘れてはならない。先に新たな授業づく

りの条件にこれらをあげた理由である。

もし教師が一元的な子ども観により教科書

を教室で一方的に教えるという雰囲気のもと

で授業が展開されれば，子どものほうもまた

一元的に自己を表現せざるをえない。「これ

だけでいいのかJと問う前に，その評価の前
提にある自己の子ども像を省みてほしい。そ

してどうしても子どもの現れを認めることが

できなければ，その子が多様な自己を表現で

きる“人・場・機会・雰囲気”という四つの

条件を教師としてどれだけ用意できたかを聞

い直すことから始めてほしい。

次に，教師として子どものよさや行為の正

しさを判断する自己の基準を聞い直してほし

い。個性，主体性，創造性を重視するなら，

特定の基準（モノサシ）で評価することに謙虚

でなければならない。一人ひとりの個性や能

力が異なるということは，試行錯誤のあり方

やその評価の基準もまた一人ひとり異なるこ

とを前提にしなければならないからである。

その際に最も重要なことは，子どもの学習

＝活動の過程と結果の評価は，あくまでその

子にとっての価値が問題であって，他の子ど

もとの比較のうえではないことを強調したい。

理由は，たとえ他と比較してあらゆる面で劣

っている子どもであっても，その子の人生を
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誰も代われない以上，マイナスイメージのラ

ベルをはる権利は誰にもないからである。

まして，わずかの期間しか関係を持つこと

ができない教師に，ょいところが全くない，

といった判断がなぜ可能なのか。それはその

子どもの人生のすべてを引き受けることがで

きる者しかできない判断ではないか。

さらにより厳密にこのことがもっ問題を指

摘するなら，もし他の人と能力が劣ることが

問題なら，ハンデイキャップを持つ子どもは

どのように位置づけられるのか。ハンデイも

また個性である，という人間観を基盤にして

はじめて教師は子どもの側にたって評価しう

る資格をもっと考える。そして試行錯誤とい

う学習活動の次元においても．このような教

師の人間観に支えられない限札 “その子に

とって”の個性や創造性を育む過程を保障す

ることにならないことを強調しておきたい。

〈注〉
(1）平成10年1月24日「連続セミナー授業を創
る”第11回合同セミナーj。
(2）拙稿「新学力観で学校が変わるJ下村哲夫笛fシ
リーズ・現代の教育課題に挑む1 新しい学力
観』ぎょうせい。
(3）拙稿「新しい子どものとらえ方・生かし方（社
会学の立場から）J藤岡完治・北俊夫栢『評価で
子どもを育てるjぎょうせい。
(4) 拙稿「学習環境の改普（I）ー子供と地成に聞かれ
た世界をJf初等教育資料j平成10年3月号。

解説キーワード

園活動を僻価するための四つの“みる”

①「見るJ→教師が自己の子ども観や授業観
を一度白紙にもどして，謙虚に子ども一人ひと

りの多様な現れに学ぶこと。②「観るJ→ー定
の学習課題を追求する立場から子どもにかかわ

ること。①「診るj→子ども一人ひとりに即し

た課題や問阻を解決する立場からかかわること。

＠「看るj→その子なりの成長を見守りながら

成長を支え援けること。（詳細は〈注）（2）を参

照）
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